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１９９５年・阪神大震災の年に誕生した研究センターですが、東日本大震災から

一年となる２０１２年（国際協同組合年）３月のニュースが第１００号となりまし

た。 

未曾有の大災害直後から＂人と人のつながり＂が実感され＂地域の復興＂が渇望

されています。私も３．１１以来、災害に遭った方々の生活再建の応援をー従来か

らの仕事に重ねてー続けています。昨秋頃から愛知県に来られた人のお話を伺う機

会が増えてきました。巨大地震、津波・原発事故、何の準備もなく突然に昨日まで

の生活を中断し、親しい人や住み慣れた地域と離れざるをえない、極限状態を経て

きた方の言葉からは、今も続く悩みの深さにもその方の存在感が伝わってきます。 

自然災害に、人より経済価値を優先する論理に依る社会災害を重ねてはいけませ

ん。私たちの先人は、その時代の困難の中で未来につながる小さな関係性を継続す

るために「協同組合」をつくったのではないかと想像します。数年来、研究センタ

ーでは「協同っていい  かも」という視線で語りあってきました。記念号は会員一

人ひとりの、今の時代の協同への決意です。皆様の思いと照らしてご覧ください。 

大災害後、主権者との公約と離れた『消費税増税、税と社会保障の一体改革』や

資本の収益性からアジア・太平洋の国々の共通ルールを盛り込む『ＴＰＰ協定』の

設計思想が席巻しています。「地域で生活する一人ひとりあっての社会」に存在根

拠を持つ協同組合は、どういう社会をめざして実践すればいいでしょうか。国際協

同組合年のスローガン「協同組合は、より良い社会を築きます」に、新しい時代に

真摯に向きあう生命力を吹き込むような、１０１号以降への投稿を期待する次第で

す。 

研究センターニュース第100号

特定非営利活動法人 
地域と協同の研究センター 

 編集事務局 

 

地域と協同の研究センターは１９９５年２月１８日に設立されました。研究セン

ターニュース第１号は同年４月１５日に発行され、隔月の発行で号を重ね、今回の

ニュースが第１００号となります。その記念として、今回の１００号と次回の１０

１号は、会員の皆さんの「協同っていい かも」の思いを寄せ合う特集とさせてい

ただきます。 

 今号では研究センター役員の皆さんの寄稿と、２月１１日に行いました第８回東

海交流フォーラム「協同っていい かも～くらしの中に心のつながりを」で寄せら

れた参加者の皆さんの感想から「協同っていい かも」の思いを紹介させていただ

きます。 

 次号に向けては、ぜひ会員の皆さんの「協同っていい かも」との思いをお寄せ

ください。紙面で紹介させていただきます。 

 そして寄せられた皆さんの思いを礎に、今後 

の地域と協同の研究センターをつくっていきた 

いと思います。 

ご協力くださいますよう、よろしくお願い致し 

ます。 
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私は、三重県四日市において胡麻製品（ごま油、すり胡麻、いり胡麻、練り胡麻、ごまラ

ー油、ごまドレッシング、ごましお・・・・・）を製造販売している九鬼産業株式会社の経

営者です。 弊社と生協さんとは長いお付き合いを続けさせていただいております。いつもあ
りがとうございます。そんなご縁をいただいているからか、田邊凖也さまより声をかけてい

ただき、地域と協同の研究センターの活動のひとつである「ものづくりの思いを語る会」に

参加することになりました。この会は、２００２年４月に田邊準也さまと内堀醸造現会長内

堀信吾さまが中心となって発足しました。私は２００４年頃から参加しております。今では

会員も増え、１８名となっております。会員である製造メーカーの経営者達は、好奇心が強く、見識が広く、話題

に富み、行動力がある方々です。年数回程度、名古屋市内で集まり、それぞれのものづくりにかける思いを語り合

っております。また、時には各会員企業の工場に訪問して、現地、現物、ならではの空気を肌で感じる例会も多く

開催しております。 
  最近は、この会の活動内容を、多くの生協関係者にも聞いてもらいたい、聞かせたい、発信したいとの想いを話
し合っていました。そんな折、東日本大震災が起こりました。歴史的なこの時期に何か新しい動きをしたいとのこ

とから、若手？の中央製乳㈱の川澄さんと私に声がかかり、話し合

いを持ちました。その席で私が以前経験した魅力的な会議手法であ

る“ワールドカフェ”を提案しました。早速２０１１年１１月の例

会で実行しました。参加者は１０人程度ではありましたが、一人ひ

とり話すのではなく、小グループで対話することで、深く語り合う

経験が出来ました。終了後の感想で、「忘れかけていた記憶がよみが

えってきた」「これこそ、今生協関係者に必要なことだ」など意見を

いただきました。この例会がきっかけとなりワールドカフェを２０

１２年２月の東海交流フォーラムの分科会で出来ないかとの相談がありました。私は「せっかくのチャンスですか

ら、全員でしませんか？」と申し出たところ、すんなり？了承され、実行委員の方々のミニ体験を経て、決定しま

した。実は、１００人規模のファシリテーション（場作り＋進行）は、初体験でしたのでドキドキしましたが、「す

ることはひとつ」と心を決め当日を迎えました。参加者の協同への意識が高いこともあり、スムースに進行が出来、

無事終了することが出来、ほっとしました。 
  感想には「たのしかった！」「いろいろな人の立場（意見）で、本当に様々な方面から話が広がるのが面白い。」
「限られた時間でたくさん話ができた。自分の考えを話すことが大切。」「いろいろな意見に耳を傾けながら、自分

の考えを深めていくという体験になって、有益でした。」な

どなどコメントがあり、うれしい気持ちになりました。全員

でのワールドカフェを提案した甲斐がありました。 
フォーラムではいろいろな視点から協同のさまざまな歴

史、可能性、将来像などが語り合われました。この経験を、

フォーラムに参加された皆さま一人ひとりが、それぞれの協

同の未来に向けて、小さいけれども確実な一歩にしていただければ、うれしいです。 
ほんとうに、協同っていいかも！！ 

「協同」って何か？当然だが、協同は目に見えない

から感じるしかない。「愛」も同じように目に見えな

い。キリスト教の「隣人愛」という言葉は、「協同」

に通じる愛だろうと思う。とはいえ誰でも愛せるかと

言われたら、躊躇してしまう。日常的には愛というの

は親子の愛や恋愛を想像してしまうから―。でも誰と

でも協同できるかと言われたら、躊躇なくできると答

えられる自分でありたいと思う。自分以外の人が不当

な状況にあったり、差別されていたり、貧困であるこ

とに心を寄せられる自分でありたい。「隣人愛」とは
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おそらく今という時代を共有するいろいろな人々に

思いを寄せることができるか―福島の子ども達、沖縄

の子ども達、コンゴの子ども達、チベットの子ども達

に―そして彼らの困難を解決する方向に自分は動く

ことができるか、ということではないかと思う。 

見えないものを見る力は１人では鍛えられない。多様

な場で多様な人々とそして継続的につながってこそ、き

っと多くの協同を見る力、そして温かい協同を生み出す

力がつくと思う。そしてそんな協同がすべての人々の幸

せをつくっていくと信じている。 

ワールドカフェのグループ討論で、ある人が「地域

購買生協は、組合員を『お客さん』扱いしすぎている」

という主旨の発言をされ、私も常々、そう思っていま

した。 

 ３・11以後の「新しい日常へ」という文集の中で、

私は次のように書きました。 

「毎日の生活、それを構成する『衣食住』『家族』

など、さらには水、空気そして人々との絆・つながり・

協同は『あって当たり前』『失くして初めてそのあり

がたさに気づくもの』。…(またそれは)日常ふだんの

我々の努力によってはじめて保たれ、また平穏に営ま

れ、そうした努力を続けるための普段からの『自律・

自立の覚悟』が求められている…『自律』は、『ほか

からの束縛を受けず、自分で決めた規則に従うこと：

簡単な国語辞典』であり、その『規則』を自分でしっ

かりと持ち、持ち続けることが一番大事だと思いま

す。」と。 

最後のグループ討論で、次のように発言しました。

「 (地域購買生協の理想の姿？は) 『緩やかにつながり、

負担感がなく、いざという時は頼りになり、しかもいつ

でも自分にとって最良のもの(商品も、サービスも)を選

択できる協同組織』、こんな要求をかなえられる協同組

織(政策、システム)って、無理(あり得ない)ですよ」と。

こうした類の要求を「自律」の基準・規則にしていたら、

就活も、婚活も、やっぱり無理でしょう。消費者(購買)

だけがそれを「許される」のはなぜでしょうか(やはり

「(小金を持った)お客様は神様」)？ 

 

 

「おはようございます！」「こんにちは！」人と人

との出会いはこんなところから始まる。けれども、最

近はほとんどそれができない。声をかけても返事が返

ってこない。別に返事を期待しているわけでもないが、

会釈をするなり「おはよう」と云ってニッコリすれば、

はるかに気持ち安らぐのにと思う。それは、習慣にな

らないとなかなか難しいことかもしれない。ある時大

学の研究室でこんなことがあった。 
通常学生達のお茶飲み場にしている部屋から｢｢お前

ら学校に来たら挨拶ぐらいしろよ！黙って部屋に入

ってくるなよ！｣と先輩のわがまま君が説教している。
わがまま君というのは同級生から｢わわがままが服を着
て歩いている｣と酷評された男である。「え！彼が！」

私は驚いたが、嬉しさもあった。確かに彼はわがまま

だが、躾はしっかりされていた。それは家庭や育った

環境からきたものに違いないが、協同の精神でもあっ

た。今は先が読めない社会であるけれども、せめて挨

拶だけはちゃんとしたいものである。 
 

 

ニュース発行１００号、おめでとうございます。地域

と協同の研究センターに理事として関わって、８年（ぐ

らいだったかな？）、センター活動を通じて学び、成長

させられたことが沢山あります。その中で関わった大学

の先生を始めとした研究者や地域でのまちづくりをすす

める実践者の皆さんとの出会いと交流はかけがえのない

財産と思っています。もちろん、研究センターを支える

事務局の皆さんの奮闘には、いつも感謝の気持ちが堪え

ません。 

 私が協同の良さを実感することは沢山あるのですが、

センター活動の中では毎年１回行われる三河地域の会

員交流会（三河地域懇談会）の場です。地域の会員の皆

さんと実行委員会を組みテーマを決めて学び交流でき

る場として、初期の頃は生協の店舗などの施設での交流

会が主でしたが、現在は三河地域（山・海・街・・・）

を回りながら開催しています。地域・まちづくりの協同

活動の報告交流だけではもったいないので、１泊２日に

して前日座学で学んだことを、当該地域を訪問してフィ

ールとワークする取り組みへと発展させ、準備に関わる

皆さんの知恵と工夫で、活動を広げてこれたと思います。

毎年集う皆さんは、生協の組合員や役職員、研究者や地

域の皆さんなど多様な方々ですが、そんな場を持つたび

に『協同』ということに価値を持つ仲間が沢山いるとい

うことに励まされ、明日からの頑張りにつながるエネル
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ギーをもらえているのだと思います。 

引き続き、研究センターの発展に微力ながら尽力し、

より良い地域・まちづくりがすすむように努力していき

たいと思います。  

高校へ入学して間もなく、私は中学校の時の恩師に誘

われ、約１年もうひとつの学校へ行っていました。小学

６年生～高校１年生まで、生徒は各地から集まり、月に

１日、又は２日、午前中は講義で、さまざまな先生が得

意分野で話をして下さり、とても楽しい時間でした。午

後は物づくり、私は紙のコースを選んだので、昔、紙す

きをしていたという農家へ行き、材料の調達から紙すき

まで教えていただきました。知らない者同志で話し合い、

助け合い、生きる術を身につけさせていただき、とても

貴重な体験でした。どうしてあのような学校ができたの

かわかりませんが、あの時は生活にゆとりがあったよう

に思います。たくさんの先生方、そしてたくさんの生徒

が同じ時間をわかち合い楽しく学べたことは、忘れられ

ない思い出です。今、ふり返ってみると、これが私と協

同の出会いだったのではないかと思います。

 

高度経済成長以前、人々は“村落共同体”という閉

鎖された“小宇宙”に暮らしていた。それは、自然や

社会の脅威から、自らを守るため、人々は「共同」せ

ざるをえなかったゆえである。ところが、日本の高度

経済成長はこの人々の生活スタイルを一変させた。か

ってのような「共同」をしなくとも暮らしてゆけるよ

うになったのである。 （無論、東日本大震災や近時

の生活保護世帯の急増が示すように、これが絶滅した

わけではないが）昔と比べ、私たちの回りでは、自然

の脅威が減り、飢饉的な絶対的貧困は少なくとも見ら

れなくなった。そうであれば、私たちは何のために今、

「協同」するのであろうか。この答えを、人々の社会

運動として模索するところに、「協同っていいな」の

問いかけの意味がある。すなわち、「協同っていいな」

を組合員への“念仏”とさせない取り組みが、今日の

協同組合運動に求められている。 

 

農業協同組合の退職を機に集落の小さな協同組織に携

わることになりました。明治初期、現在の一級河川（大

千瀬川）から取水した山田用水利用組合の役であります。

幹線は山の急斜地を曲がりくねり全長は４ｋｍにもなり

ます。稲作の源であり、現在３９戸の兼業農家が用水路

の清掃、漏水止工事、路側の草刈り、雨による増水対応、

落石処理など組合員総出、役員出役による協同作業で維

持管理をしています。

近年は、用水路の老朽箇所も多くなり、維持管理費も

増える一方、高齢化による休耕田の増加は、賦課金の減

少となり、このままでは維持が出来なくなることを危惧

した組合員や非農家の皆さんから、平成２２年度の集落

総会で動議が出されました。

この用水路は、地域の防火用水にも役だっていること、

地域の環境に貢献していることなど議論され、非農家８

０世帯が、維持費の一部負担、協同作業に参加すること

が決まりました。

地域全体で農業や生活環境を守ろうと、少し大きくな

った地域協同組織が動き出しました。高齢化率５２％の

限界集落で起きた出来事です。協同なくして地域は維持

できない環境だと痛感をする日々です。

 

私は、日進市藤島に住んでいます。都市化の進行の中

でも昔からのムラの共同作業がまだ残っている所です。

先日、水路の草刈りがありました。組ごとに分担しての

作業です。分かっていたことでしたが、誰の顔も知らず、

分担場所もわからず、よそ者の実際に愕然としました。

東日本大震災で、絆、つながりの大切さを学んだばかり、

ちょっと肌寒さを感じました。長く生協運動に携わり、

地域の協同の大切さを呼びかけながら、肝心の家庭、隣

近所での絆、つながりの無さ、口先だけの協同論だった

といわれても仕方ありません。

何が問題か、これからの課題ですが、その一つはやは

り仕事の在り方にあったと思います。

かつて、生協運動の始まりの頃、夜討ち朝駆けともい

うような長時間労働がありました。こんなことで生活向

上を目指す生協運動と言えるのか、厳しい批判がありま

した。その頃は事業、経営の困難、生協運動の意義を理

由にやむを得ないことと居直ってきましたが、結局その

後も真剣な努力をしてこなかったのです。付けは大きか
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った、実感です。改めて、これは私だけの問題でなく働

く者みんなの課題、協同を考える上で欠かせない課題だ

と思います。

既に仕事を持っていない私ですが、反省課題として深

めたいと思います。

どんな時に協同がいいと思えるか、一人ではこうな

ったらいいなと感じた時、一人の力では実現できそう

もなく、たくさんの力が集まれば実現できそうだと思

える時。それは、以前賀川豊彦さんの記念館を訪れた

時、耳にした言葉「知恵のあるものは知恵を出せ、力

のあるものは力を出せ、金のあるものは金を出せ」素

晴らしいと思った。自分が地元を中心に行っているボ

ランティアや生協活動で、やっていることは小さな一

つにしか過ぎないが、自分が生き生きと人生を豊かに

歩むことのできるスパイスになっている。自分らしさ

を失わず、それが出来る環境を与えてくれる家族や周

囲の方々に感謝を忘れず、楽しみながら責任を持ちや

っていく。そして様々な人たちと関わっていくことが、

これからの社会をより強く、しなやかで、暮らしやす

いものにするのだろうと思う。地方分権、地方自治が

重要視される今、震災のような苦境も乗り越えられる

協同の精神が自発的になるよう、努めて価値ある参加

にしたい。 
 
「豊かな活動を反映した『会報』の充実を」 

仲田伸輝  
三重、岐阜、愛知の地域生協と大学生協が中心とな

って研究センターを発足させ16年がたちました。単

位生協の役員や研究者、そして事務局の努力により多

様な活動が展開されるようになりました。 

 私が、関わっている「福祉パネル」の領域も保育・

育児支援、介護、障害者支援、若者の引きこもり支援、

自治会活動などの事業や実践の学習・交流を通じて、

協同組合あるいは協同組合思想のもとでの社会福祉

事業のありかたを考えあってきています。少し抽象的

な表現では、「広義の社会福祉分野における、素材探

しと意味探し」の活動です。 

 私にとって、「会報」と「情報クリップ」は、協同

組合に関する情報を得る上でとても大切なものとな

っています。 

 「協同組合思想のもとでの、豊かな事業と実践の交

流」、「会員を結ぶ」という二つの視点での会報の充

実が今後一層はかれたら良いと思います。           

                                                     
（コープみえ） 

生協を作ってくらしを守ろうと三重県四日市、桑名を

中心に活動を開始したのが３２年前でした。２年間の訪

問とコープ商品の点区即売会で１９００人が集まり、み

えきた市民生協を設立！。生協づくりの中で出会った子

どもたちも今や一家の大黒柱となりました。三種ラーメ

ンや、洗剤、りんごジュースなどしかなかった共同購入、

それでも生協に集まった仲間、今では合併して１６万１

千名の組合員で支えるコープみえになりました。最近、

かつての発起人の皆さんを訪問する機会があり、同窓会

を開こうとしています。食の方は、次の世代に引き継い

でも、人生はまだまだ長い。高齢化社会では、益々「く

らしの協同」が求められています。それぞれの人が長い

人生の中で培ってきた知識や技術、人のつながりを活用

して、生きがい生協のようなものを作りそこに参加して、

生涯現役でみんなが生きるようなものを目ざしたい。

協同することを学びあう学校を創ろうということにな

ったものの、さていつまでにどのようにやろうというこ

とは皆目見当もつかない。まあそのうち試行錯誤してい

る内に学校らしいものが出来てくるのではないかという

ことで、「そのうち学校」が昨年創立された。

組合員・職員の受講生がとりあえず、現場実習という

ことで訪問看護現場にへばりついた。ねたきり患者さん

が日頃は一人で居て、息子夫婦は働きに出ている。そこ

へ、医師が往診し、看護師やヘルパーが訪問し、丁寧な

看護、介護サービスが提供される。

実習に参加した一人の組合員が言った。「在宅往診や

訪問の現場をはじめて知った。スタッフが一生懸命働い

ているのも分かった。でも、スタッフが帰り、息子さん

夫婦が返ってくるまではこの方は一人ぼっちだ。地域に

住んでいる私たちや、組合員が何かここで協力すること

はないのかと考えさせられた。」さて、この続きはどう
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なっていくのだろうか。

 研究センターニュース１００号おめでとうござい

ます。 

 このニュースを読まれた方がそれぞれの日常の場

で実践の取り組みの道しるべとし新しい協同の輪も

着実に広がってきたと思います。 

 １００号という節目に当たって協同の課題につい

て少し考えて見ました。 

 この間確かに協同のつながりは進んできました。た

だし、それはつながりを求める人の間での話で自らつ

ながりを求めようと思わない人やその手立てがわか

らない人・その余裕さえ無い人には協同の恩恵が行き

渡っていないのも現状です。ワーキングプアー・子育

てに埋没する主婦・独居の高齢者や障害者・外国人労

働者などが顕著ですが、性格的に人付き合いがあまり

得意でない人たちも協同の輪には入りにくいもので

す。 

 つながりが持てる人はどんどんつながりが深まり

情報量も増える一方つながれない人たちはますます

孤立の度合いを深めています。今の社会は協同のつな

がりが増す反面協同の程度の格差も広がっている社

会とも言えます。より良い社会にしていくためには

「この指とまれ」ではなくアウトリーチ言い換えれば

「あの指つかめ」の考え方も必要でしょう。 

 ２００号に向けてはどうすれば協同の外にいる人

たちを輪の中に招き入れることができるかの参考に

なるような内容も加えていただければと思います。 

 

２月１５日に主人の叔父が亡くなった。１７日の通夜

に私も出させてもらった。故人にとって甥や姪にあたる

者が大勢参列していた。その嫁や婿にあたる私のような

者もいた。皆で故人の人となりを忍んだ。 

２月１１日の東海交流フォーラムで「無縁社会」につ

いて考えさせられた後だっただけに少し安心している自

分がいた。 

法事、盆暮れ・年始の挨拶、祭り…と年中行事には必

ず集まる。煩わしい時もあったと思うが、会えば話が弾

んだ。一昔前は当たり前だった繋がりが、今では当たり

前ではなくなっている。お墓には常に花が手向けられ、

庭には菊や榊などお供え用の花が植えられている。日常

の中に繋がる準備が出来ている。そういう暮らしが、い

かに尊いものかを改めて感じた。 

 今、新しい繋がりづくりが必要になっている。温故知

新、知恵を集めれば、何かが始まるような気がする。Ｄ

ＮＡはあるのだから。 

 

 

◆「無縁社会」の中で「犠牲」になっていく人たち、社会の問題、政治や経済の問題など、いろいろ考えました。

そして、制度や国などアテにしていない…という若い世代の思いについても考えました。同時に、私（たち）は

どうするか、何（どこ）をめざすのかを考えました。 

◇改めて、つながりの大切さ、人は社会的動物であり、一人では生きられないこと（他者に認められ、居場所があ

ること）等が大事であると思いました。 

◆さまざまな立場の方とご一緒に語りあうことができ、これもご縁でしょうか。悩みはみんな持っているが、つな

がることによってお互いに理解しあえるといいですね。無理だと思ったことでも、発信したり、表現したりする

中で、可能になることを教えていただきました。ふだんの生活の中ではであえない方達と一緒に語りあえる仲間

がいる…「これも協同っていいかも」。 

◇無縁社会は気づかないうちに人が作った社会、無縁社会をこわすのも人であるべき。 

◆つながりをつくることの大切さと、その面倒さゆえおざなりになれてきた経緯をあらためて知りました。それで

も大切ならその方法をちゃんと考えてつくらなければいけないですね。深いつきあいは多分もうあるでしょう。

ゆるく浅いつながりをどう持てるのか、これから考えていきます。 

◇限られた時間でたくさん話ができました。自分の考えを話すことが大切。答えはひとつとは限らない。 

◆地域の力、おせっかいの心は大切（現在だんだんうすれてきている。）役割づくり、居場所づくりが大事。 

◇多くの人といろんな話ができて楽しかったです。しゃべること、これが大事だと思っています。 

◆「めいわくをかけてもいい」のコンセプトは大切だと思いました。            
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第２回「原発事故と私たちのくらし」連続学習交流会が、２月４日（土）に本山生協生活分化会館の４階ホールに
いっぱいの参加者１３２名で開催されました。コープあいち、コープぎふ、コープみえの組合員はもちろん、大学生
協、業者、他団体、避難者の方など参加がありました。世話人でコープあいち組合員の山口直子さんの司会で進行さ
れました。合同世話人会で以下の目的で相談して開催された学習交流会の概要を紹介・報告させていただきます。 

 

≪開会挨拶≫環境パネル世話人会座長 研究センター 磯村 隆樹 常任理事
本日の学習会に１００名を越える方が集まっていただきました。新聞や機関紙などで
ご案内して、はじめての方も多くご参加していただいています。
環境、食と農の２つのパネルが合同で、原発事故を受けて、食の安全から、環境問題を幅広く考える場を１回でな
くて連続で開いていこうと考えています。結論ではなく、参加者が自ら考えられる場をつくっていこうと取り組んで
います。今回２回目で安斎先生にお話をお願いしました。

≪ 安斎育郎氏 講演 概要 ≫  

今、福島でやっかいな事態が起きていまして、事故

を起こした原発を最終的に廃炉するのに、多分５０年

はかかります。我々は少なくとも数十年放射能と向き

合った生活をしていかなければならない。一冬過ぎれ

ば何とかなるなまやさしい状況ではないことは明らか

ですね。政府は今、原発事故は収束したと盛んに言っ

ていて、事故は既に通り過ぎたような印象をつくるの

ではないかと思いますね。

去年３月１１日の事故の直後に、水素爆発が起きて

大量の放射能が放出されました。当初問題になったの

がヨウ素１３１という放射線物質ですね。人間に入ると甲状腺に選択的に吸収され、チェルノブイリ事故の時に１８

歳以下の約４０００人の子供たちが甲状腺のガンになりました。半分に減るのに８日間で割と短いので、１１ヶ月経

つうちに１５兆分の１になり、ヨウ素１３１は現在ほとんどなくなりました。その代わり問題になってきたのが、セ

シウム１３７ですね。放射能が半分に減るのに３０年で、１０分の１に減るのに約１００年かかります。放って置く

とずっと被曝し続けることになります。２００万人の福島県民は、全員避難するわけにはいかないので、そこで生活

を営む以上、安全な環境を確保するにはどうしたら良いか、我々は考えていかなければなりません。放射線はやっか

いでリスクを持ったものだが、ただ恐いこわいと言っていては、事態は何も解決しない。我々は少しでも安全な環境

をつくるにはどうしたら良いか、ということを今日は、放射線防護学の立場からその問題を考えて行きたいと思いま

す。

私は１９４０年生まれで今年７２歳、辰年の年男です。京都の下鴨神社に、数え７３歳で人生最後の厄年と書いて

ありました（笑い）。東京生まれですが、４歳から５年間は福島の二本松に疎開していました。福島で起きているこ

とは、我がふるさとで起こっていることなのでとても他人事ではないです。昨年より、やたら忙しい日々になって、

本も１ダースほど書かされ、講演依頼が２月だけで２２件あります。悪いことに気管支炎を患いまして、入院してい

る暇もなく、しゃべりながら直さなければなければならないというやっかいな事態です（笑い）。

第８回東海交流フォーラムプレ企画 

 
食と農、環境パネル世話人会 合同企画     文責／事務局 鈴木隆司 
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 今日は、基本的なところからまずおさらいをしたいと思

います。共通理解をきちんと踏まえた上で危険とか安全の

問題を考えたいと思います。

（１）原子の成立ち 我々の世界は、我々の体を含めて原

子で成り立っています。原子は自然界に９０種類あります。

水素とか酸素とか鉄と金とか・・・。人間が人工的に作り

出した元素も、プルトニウム、アメニシウムなどがありま

す。天然にはなかったものを含め１１０種類以上です。原

子は、原子核という中心のかたまりとその周りを回る電子

から成り立っています。陽子と中性子は、目方はほとんど

同じで、中性子の方がほんのちょっと重い。周りを回って

いる電子に比べると陽子と中性子も電子より目方が１８

００倍位あります。陽子と中性子の目方が大体原子の目方

になります。

（２）原子番号 原子核に含まれているプラ

スの電気を帯びた陽子という粒子の数は、外

をまわっている電子の数と同じでプラスマイ

ナスがつりあっていますが、この陽子の数を

原子番号と言います。原子番号が決まると原

子の種類がぴたりと決まります。

（３）核種 ところがやっかいなことに、同

じ原子のくせに、原子核の中に中性子という

電気的に中性な粒子の数が違うものがありま

す。分析すると同じ水素のくせに、陽子１個

と中性子１個が結合しての重水素があります。

陽子１個で中性子２個の３重水素（トリチウ

ム）もあります。同じ原子なのに中性子の数

が違うことで重さが違う種類の原子があるの

です。そこで、原子の種類をいうときは、原

子番号だけでは決まらず、原子番号に質量数を付け加えて表します。要するに安斎家に家族が４人いるので、安斎６

７キロというと安斎育郎とわかる（笑い）ということです。苗字と体重でそれを表すという慣わしということです。

放射能を無害化する化学薬品とか微生物は原理的に存在しません。去年の３月１１日以降の著名な方々のインタビ

ュー記事で心配になったのが、「放射能を無害化する技術もない今」とかいう言葉です。あたかも待っていると無害

化する技術が生まれるように言われているが、それはありえない幻想です。

（４）アイソトープ（同位体） 天然の水素でどれも陽子の数は１個の水素ですが、そこに中性子が１個含まれるか、

２個か、３個で同じ水素でも３種類あります。それをアイソトープと言います。周期表の上では水素は同じ場所で、

普通の水素と重水素と３重水素があります。化学的な性質は同じだが、質量が違うもので、区別するために同位体、

同位元素と呼んでいます。

ウランは２３４、２３５、２３８と３種類あります。ウランである以上原子核に含まれる陽子はどれも９２個で同

じ元素だが、含まれる中性子の数が１４２、１４３、１４６個と質量数が違う３種類があるのです。目方がちょっと

違うことで気にしなくていいじゃないかと思うが、どえらい違いが生ずるわけですね。この中でウラン２３５が原爆

の材料になったり、原発の燃料になったりする。ウラン２３４やウラン２３８は、核分裂は起こさず、ウラン２３５

だけが核分裂して利用されます。ウラン２３５はわずか０．７％しかありません。わずか０．７％では核分裂を有効

に起こせないので、濃縮ウランをつくって原爆や核燃料に使っています。

 

～ご紹介～まじめに楽しくが先生のモットー 
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（５）核異性体 原子番号も質量数も同じだが、エネルギー準位が違う核種があります。

バリウム１３７ｍという原子は、エネルギーを余分に持っていて「かっか」している。「ｍ」というのはメーター

ステイブルという準安定状態といって、バリウム１３７ｍは余分なエネルギーをガンマ線として出し、福島の地面か

ら降り積もったものからも出ている。新聞などは、それとなくセシウム１３７のガンマ線といっているが本当はうそ

で、知っておくとよいですね。

（６）放射線と放射能の定義  

空気中や物質の中を飛んでいる粒子が全部

放射線です。光子という粒子が飛んでいるも

のをガンマ線やエックス線と言います。別名

電磁波と言われます。病院でレントゲン写真

とるときに浴びるもの、原発事故のセシウム

１３７の成れの果てのバリウム１３７ｍから

出ているガンマ線など、放射線の種類は飛ん

でいる粒子の種類でいっぱいあります。

原発事故で問題になるのは３つで、ガンマ、

ベータ、アルファ線です。放射能というのは、

放射線を出す能力です。ある種の原子核が勝

手に放射線を出して別の種類の原子核に変わ

る能力です。鉄を持ってくると別の金になる

のは絶対無いが、セシウム１３７という物質は勝手に別の種類に変わります。いたちの最後っ屁のように放射線を出

します。その能力を放射能と言います。よく蛍と光にたとえられます。蛍はお尻から光を出しますが、出した光が放

射線です。光を出す能力、蛍そのものが放射能を持つということです。

放射線と放射能は違う概念ですので、しっかり区別してほしいと思います。放射線を浴びた福島の県民が、放射能

を持つわけではありません。福島で被曝した人が東京に来ると近づくとその人が放射線を出していると勘違いをする

人がいますが、福島の人は被害者です。放射性物質を飲み込んだり吸い込んだりした人が、放射線を出すわけです。

放射線を外から浴びただけで、放射能を持つわけではありません。

（７）放射線と放射能の単位 ベクレルとシーベルト、こんな単位はもともと覚えないで済めば良かったのですが、

やたらに新聞に出てくるので覚えておかなければいけません。放射能を最初に

発見した人の名前を取って、ベクレル、英語でＢＱといいますが、１秒１発１

ベクレルということです。１ベクレルの放射能を持った肉があるということは、

肉の中で１秒間に１発セシウム１３７がベータ線を出してバリウム１３７に

なると１ベクレルです。ベクレルは「１秒１発１ベクレル」で、「注意１秒け

が一生」と同じように覚えて置けば良いですね（笑い）。

もう一つはシーベルト。放射線を出しているがどれだけ浴びたか、影響を受

けたか、影響の度合いを表現するのがシーベルトという単位です。スウェーデ

ンの放射線防護学の学者の名前を取ったものです。英語ではＳＶと書きます。

人間が浴びたときの影響の度合いで、単位質量あたり、１キログラム当り放射

線のエネルギーがどれだけ吸収されたかという量に、放射線の種類によって恐さが違うので、その危険度、恐さの重

みづけして計算したものです。ガンマ線を浴びたときとアルファ線を浴びたときを比べると、アルファ線の方が２０

倍くらいおっかない。同じエネルギーを吸収しても恐さ加減が違います。生物学的効果比（ＲＤＥ）で重みづけをし

ます。

（８）物理的半減期 放射能は放っておけば放射線

を出して減っていきます。放射線の強さが半分に減

るまでの時間が分かりやすいので半減期と言いま

す。半減期は放射性物質の種類によって違います。

やっかいなのはストロンチウム９０。事故で出て
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きたが、半分に減るのに２８年かかりいっぱい残っています。ストロンチウム９０ほど新聞に出てきません。これは

測定しにくいからです。セシウム１３７はよく出てくるのは、ガンマ線を出すのでガイガーカウンターで測りやすい

からです。ストロンチウム９０はベータ線しか出さないから測りにくい。身体の中にどれだけかを測るのは容易なこ

とではありません。環境にないということではなく、測りやすいセシウム１３７を監視してこれだけあると推定はで

きます。

カリウム４０は天然の世界にある。毎日我々は１日５０ベクレル、食事で摂っています。半分に減るのに１３億年

かかります。減りきらないで天然の世界に残って、おのずと体に入ります。カリウムは植物の重大要素で我々は食わ

ないと死にます。細胞の浸透圧を調節する係はナトリウムとカリウム。身体の中にある最も多くある金属イオンで、

血圧を上げ下げする係です。カリウムは全身の筋肉中に含まれていて、男性だと１３０ｇから１４０ｇ位、女性だと

９０～１１０ｇ位は持っています。カリウム原子のうちの８５００個に１個がカリウム４０という天然の放射性物質

で、ガンマ線やベータ線を出しているものです。今こういうと気味悪がる人がいます。この瞬間、皆さんの身体の中

で１秒間に約４０００発、体の中でベータ線やガンマ線を出しています。むずむずしないですか（笑い）。体の中に

あることが原因でガンになって死ぬ人もいます。このように半減期はものによって違います。

（９）生物学的半減期 セシウム１３７で汚染した食品を食べると３０年居座るかというと、ありがたいことに我々

の身体は新陳代謝を繰り返して、摂取の一方で排泄もしています。体内の放射能が排泄作用などによって半減する期

間のことを生物学的半減期と言います。セシウム１３７は７０日から１００日位で半分は体の中から外へ排泄されて

出ていきます。身体の放射性物質は物理的半減期と排泄の両方の作用で半分に減る期間を有効半減期とか、実行半減

期と呼んでいますが、人によって違います。便秘気味の人は身体の中に長く溜め込み、下痢している人はさっさと出

て行く（笑い）。皆さん、放射性物質を体の中に溜め込まないように、食物繊維を食べて、運動して、便秘しないよ

うにして下さいね。

２．基本認識：放射線は被爆しないに越し

たことはない―というのが世界の放射線防

護学の基本認識です。ところが、放射線ホ

ルミシスを主張している人がいます。これ

は、放射線は少しあびた方が体にいいとい

う主張です。近藤宗平という大阪大学、近

畿大学の名誉教授です。放射線は少し浴び

た方がいいと言っています。もともと１９

７８年にアメリカの学者、その名も目出度

いラッキーという人が言い出したことです。

この方が１９７８年に実験して、ショウジ

ョウバエの２つのグループを飼い、片方は

普通に飼う、片方は放射線浴びせながら飼

う。両方に死ぬほどの放射線をドバッとか

けると、普段から浴びている方が生き残る可能性が大きいということです。放射線を浴びせると、ＤＮＡがちょん切

れて生体反応でそのＤＮＡを修復するＤＮＡ修復酵素が活性化します。いわゆる救急医療体制が出来ている方が当座

長生きするわけです。学問的にはあり得ることで、いまだに研究はされています。目を付けたのが電力会社で、電力

中央研究所に金を出して、東大や京大の医学部の先生を動員して、「放射線ホルミシス研究プロジェクト」を立ち上

げて放射線を浴びたほうがいいと宣伝しています。近藤宗平さんも３．１１の後も主張しています。

だけど放射線防護学の立場から、どちらを取るか。放射線を浴びたら修復する酵素系を持っているが、修復しそこ

なってガン化することも言われています。少しでも浴びたら浴びたなりにガンになるとも言われています。一方で浴

びると体にいいとも言われていますが、放射線を浴びて身体にいいということが学問的に確立したら誰も困る人はい

ないでしょ。一方で浴びたら浴びたなりにガンになる確率も言われている以上、放射線防護学的には浴びないに越し

たことはないという原則を踏まえる必要があると思います。

（１）確定的影響と確率的影響 ①確定的影響は一度にドバッと浴びた時に確定的に影響が出る、極端にすると死に

ます。１０００ミリシーベルト浴びると、誰にでも吐き気、下痢など急性症状が起きます。誰でも確定的に出るので
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確定的影響と言います。学者は難しい言葉を使います。確定的影響と確率的影響と１字しか違わないが全然違うもの

です。こういうのはよくないと批判しているのですが。

 今、私は正座をしています。この方が腰痛にはよいのです。実は、交通事故に合いその後、

耐えられない腰痛になりました。どこも悪いところはないのですが、筋肉のつき方が悪いとい

って、一日一万歩を歩き、体重が１０ｋｇ減りました。我が家の周辺の町内をひとまわりして

いますが、そこに狭い道があって先は車がすれ違えないところに、行政が出した看板がありま

す。「この先幅員減少離合困難」と書いてあります（笑い）。分からないですね。狭いのです

れ違えないと書いてくれれば良い。行政も分かりやすいことを分からないようにするのが名人。

学者もまさにそうです。東大医学部で１７年間教えた時に「キス」の定義を聞いたら、「弓状筋肉の収縮状態におけ

る構造的並列」と答えた。キスする時は収縮させなければいけない（笑い）。分かっていることも分らなくなります

（笑い）。昔、ＮＨＫラジオに「とんち教室」という番組があって、分かりにくい事を分かりやすく説明するコーナ

ーがありました。長崎ばってんが出ていて、カレーのことを「インド産コショウふりかけどろどろめし
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

」
．
と言いました。

これは分かりやすい（笑い）。

福島では今のところ確定的影響で命を落とした人はいません。今の段階で事故を収め切れば確定的影響で命を落と

す人は出ないですむかもしれません。でも、油断はできない。本震でガタがきているところ、余震がきてまただめに

なると、東京電力も言ったが、３８時間電源が途絶えると大量放射能が出ることがないではありません。これからも

見張っていないと。３．１１後に、事故当事者に「隠すな、うそつくな、過小評価するな」と言っています。皆さん

も言い続けてください。私はこれをずっと言っています。４０年原発反対運動やってきて、いかに電力会社や国がや

ってきたこと、隠したり、うそをついたり、過小評価してきたことを知っているので。いま、冷温停止で収束という

が、実態がどうなっているか、隠さず、うそつかず、意図的に過小評価しないで発表させるように声をあげ続けてく

ださい。

②確率的影響。「ガン当たりくじ型影響」と私は言っているのですが、結構有名になってきました。放射線を浴び

ると将来、ガンや白血病になる確率が増えます。確率という概念はとっても理解しにくいのでそういう言葉は使わな

いで「ガン当たり宝くじ型影響」と言うことにしています。

放射線を浴びて、ガンにかかる。ガンが賞品として当たる宝

くじを買うようなものだと言うことです。宝くじは１枚買うよ

り１００枚買った方が当りやすい。放射線も同じで、１ミリシ

ーベルトより１００ミリシーベルト浴びた方が１００倍ガン

になりやすい。決定的な違いは、宝くじは当選が決まる日が決

まっていることです。番号が違ったと嘆き悲しんで少なくとも

確認でき、ゴミ箱に捨てられます。ところが、放射線のガン宝くじは、生涯有効の宝くじで、当選発表時が決まって

いないので突然賞品が送られてきます。本人も忘れた頃に、「あなたが２０年前お買い上げの宝くじの賞品です」と

ガンがいきなり送られてきます。宝くじはめったに当たらないことはみんな知っていますが、放射線によるガン当り

くじも、続々と当たるわけではない。ガンも１００ミリシーベルト浴びると確率が０．５％増えます。１００ミリシ

ーベルトは相当な被曝です。日本人の３０％は、ガンで死にますが、１００人中３０人だったのが、３０．５人がガ

ンで死ぬことになるということです。増えるのは確かです。ガンで死ぬのが自分になることがあり得ると不安になる

ものです。

（２）自然放射線は無害で人工は有害とというのは、単なる迷信。これは結構信じられて質問が出ます。自分の細胞を

傷つけた放射線が、自然のものか人工のものかは、細胞にはわかりません。両方とも同じように害があります。自然

の放射能であれ人工のものであれ、浴びないに越したことはありません。

こんな例があります。天然放射性ラドンはガス状でこの辺に漂っています。雨が降ると地中のラドンを追い出し空

気中のラドンの濃度が上がります。我々これを吸い込んでいます。アメリカは石造りの家で、密閉構造で暮らしてい

ると壁から出た天然ラドンガスを吸い込んで被曝して肺ガンになることがあります。アメリカで１年間に一万何千人

が肺ガンで死んでいると言われています。日本はＣＴスキャン好きで、撮ってくれないと文句を言う人がいますが、

ＣＴスキャンは桁違いに放射線を浴びるものです。医療上の被曝は無害ではありません。

（３）放射線防護の基本 ①外部被曝というのは、外から浴びること、内部被曝は中に取り込んだ放射性物質で浴び
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ることです。外部被曝を減らすには、放射線を出すものを取り除くのが大事です。福島で出てしまった野山に降り積

もっているものをなるたけ削ることが大事です。学校や公園で削ったものは、横に穴を掘って埋めます。埋めたもの

は土自身が吸収するので外には出てきません。深さ３ｍの穴を掘って金属の板をかぶせるのがよい。金属は遮蔽しま

す。金属は高いので津波でだめになったスクラップを乗せるとよいと思います。ビニールシートをかぶせればモニュ

メントにもなるし、津波を食い止めてくれます。相談にのっている福島渡利地区の保育園で、削るだけ削ったので、

雪合戦もしました。人間の生活に近い里山などを優先順位１位にして、削れるだけしぶとく、持続的にしつこく削る

のが重要です。

②内部被曝は、体のなかに取り込まないことが一番。取り込まないためには、例えば放射性ヨウ素が来る前に放射

能を持ってないヨウ素の丸薬を飲むことです。すでにヨウ素で満タンになっているとそれ以上は吸収しないからです。

原発のまわりの自治体では、放射能を持っていないヨウ素の丸薬を備

蓄して、いざという時に住民に配る体制が取られています。防げるの

はせめてヨウ素くらいで、あとは、汚染した食品、水、空気を吸わな

い、食べないに限ります。

政府は、３月１１日まで食品の放射能規制値を持っていませんでし

た。あわてて暫定基準値を決め、超えたものは出さないと約束したの

に、汚染したホウレン草、汚染した稲わらを食べた牛肉が出回ってし

まいました。これからどうするかですが、まじめにやらせることが一

つです。行政も余裕がないので、全数を賞味期限以内に検査すること

が到底出来ません。例えばこのお茶の検査を頼むと１８０００円取ら

れます。生協とか、農民組合とかは高いのを承知で導入して、自分た

ちが扱う商品を自分たちでチェックするところもあります。さらによ

いのは、専門家をもっと活用することです。

政府がいう「大根には６３ベクレル入っていました」というのは、

それはそうだが、自分が買ったものはどうかが気になるので、簡便に

測れる測定器を普及すればよいと思っています。それをしているのは

ベラルーシ共和国。自分の家で飲む牛乳を測定する、安斎が見るとこ

んな簡単な装置で、測れるはずないと分かるが、基準値を越えるかど

うか、数分でわかります。とんでもない汚染はないということがわか

ります。ただし、ワンセット数十万円はかかります。精密でなくても

よければでるので、そういうものを普及することが大事です。

（４）被曝防護の原則 ①外部被曝は、放射線を出すものを削るだけ削ることです。福島の保育園へ行くと園舎の中

の窓際は、放射線量が高いので、窓際にロッカーを並べて、遮蔽すればよいと思います。２ 入りのペットボトルに

水をいれて窓際に３列縦隊で並べることもよいです。距離をとるのは当然で、なるたけ遠ざかること、そして被曝す

る時間を短くすることが大切です。グラウンドの塀の横にも水を３列縦隊にしました。ところが、保育園にいる間は

被曝しなくなったが、家に帰ると被曝するのです。藁葺き屋根の中に染み込み、縁の下に汚染した雨水が入ってセシ

ウムが残ります。床と畳と、布団を敷いて寝ていれば、放射線を浴びます。生活を通して被曝する事があり得ます。

これから福島の人は、公共の場だけでなく生活の場を通してどこでどれだけ浴びるか、こまめにていねいに指導して

あげることが必要になっています。

②内部被曝を減らすには、取り込まないように努力して、食品の規制もきちんとしてもらうことです。何がしか汚染

されているかもしれないが、日本の食卓の汚染は憂慮すべきほどではありません。

去年ＮＨＫで陰膳調査をした７家族について、札幌、岸和田、広島と１週間分、全部ミキサーにかけて、首都大学

で１週間分を計ったら、福島郡山の家族から見つからず、かえって東京、岸和田の家族分からわずかながら見つかり

ました。データの不具合があって修正しました。結局、もっと低かったことがわかりました。同時に福島のスーパー

の食材を集めて分析をしたら、政府の基準の１００分の１位のレベル以下でした。今、日本の食卓が放射能まみれに

なっている状態ではありません。

私は福島の米を普及する運動をしています。福島とついているだけで売れません。福島の土を持って来て安斎事務

東海コープゲルマニウム半導体検出器

東海コープ 
簡易放射性物質検査器ベクレルモニター    
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所で洗いましたが、粘土質の土で表面積が大きく、放射線は土にへばり付いているのでほとんど出てきません。水に

出てこないので田んぼは汚染していても、土にはあるが、稲には入ってきません。収穫された米の９４．２％は検出

限界以下です。９９．２％は政府基準の５分の１。「がんばろう福島」と言いながら、福島とついているだけで買わ

ないのでは、産地は立ち行きません。お願いしたいのは、産地で恐がらず、実体で恐がること。放射能が心配な場合

は、体の中に入ったもの出さないといけないので、便秘がちの人はお通じよくしてもらう必要があるということです。

３．子供がとくに重視されるわけ 

（１）ベルゴニー・トリボントーの法則というのがあります。細胞の放射線感受性を調べると、再生能力に比例して、

分化度に反比例する、つまり盛んに細胞分裂する子どもは感受性が高いということです。人間は、もともと一個の

受精卵が細胞分裂して機能分化して６０兆個に増えています。そういう過程を分化

と言います。子供は未分化なので感受性が高いのです。

（２）子供は大人に比べて平均余命が長い。子供はこれから７０年、８０年生きるこ

とができます。長く生きるのでガンになる確率が高い。長く生きる分だけ他のリス

クにもさらされるので、小さい時はリスクを少なくする必要があります。

（３）大人に比べて子供は臓器の目方が小さいので、シーベルトという被曝線量を計

算するとき、１ｋｇ当り放射線のエネルギーがどれだけ吸収されたか計算するので、

体重で割り算をします。同じ量（ベクレル）が体に入っても、子供の方がシーベル

トは大きくなります。

（４）妊娠可能年齢の女性は子どもを宿す可能性があり、卵子を持っているのでなるべく被曝が少なくなるようにす

べきです。

４．実際どの程度放射線を浴びるか。 

（１）外部被曝 ４月１６日にやっと原

発の近くまで行けました。私の誕生日で、

ありとあらゆる講演依頼を断っていた

ためです。誕生日は放射能まみれになっ

て福島に行ってきました。しかし、そん

なにどえらい量を浴びたわけではあり

ません。胸の健康診断でレントゲンを撮

ると０．０５ミリシーベルトだからその

半分くらいでした。

（２）内部被曝 ①私は計算づくで、恐

がる事ができる。５００ベクレル／Ｋｇ

は政府の基準値のメインのものだが。天

然の放射性カリウムで被曝するのが１

年間に０．２ミリシーベルトだからその

１００分の１以下くらい。食べたから悩

むほどではありません。少なくするのは大原則だが、現に食べてしまって思い悩んで鬱々してくらす方が体によくあ

りません。②ヨウ素１３１を３００ベクレル ｋｇ含む母乳を１００ｍリットル与えたのでどれくらい浴びるかという

と０．００８４ミリシーベルトになります。だから、子供はすぐ甲状腺ガンになるというレベルからは程遠い。そん

なに過度に心配することはありません。

（３）自然界から受ける放射線 地面の中に含まれる天然の放射線が土地によって違います。京都の方が東京より１．

４倍くらい高いのです。東京や神奈川は関東ローム層で防御されていて、放射線量は少ない地域です。金閣寺を見物

に来るのにこれから放射線を受けに来るという人はいません。

海外旅行では宇宙線をたくさん浴びます。私は毎日測っていました。あるときパタンと高い値が出ます。飛行機に

乗ると、宇宙線を浴びるので、極端に高いのです。宇宙飛行士は最悪。古川さんが宇宙へ１５０日も行ってきたが、

さぞかしいっぱい浴びたことと思います。宇宙飛行士などは覚悟の上で、そういうリスクと引き替えに宇宙を知った

り宇宙を利用したり価値があると思わないとできません。余計な被曝はしない方がよいと思います。
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５． 福島原発後、どう向き合うか。 

（１）「放射線ガン当たりくじ」をばらまくようなことをしてしまった安斎育郎も皆さんも、子や孫に次世代の子供

たちにとても悪いことをしました。負の遺産です。安斎育郎は、原子力工学科を出て、原発反対運動をしていたの

にそれでも防げなかったことにとても申し訳ないと思っています。 

（２）起こってしまったことはひとまずおいて、出た放射能は戻ってくるわけではありません。それはそれとして被

曝を減らす努力をしましょう。汚染された食品は出回らないように。削れるものを削る努力を速やかに実践する。

なるたけ「ガン当りくじ」に当たらないようにすることです。安斎育郎の生き方はそうです。なるたけ３秒前に過

ぎたことは気にしない。出た電車は喚いても戻ってこない（笑い）。次の一手を考えましょう。福島２００万県民

が懸命に生きています。

（３）これからガンになるかもしれないが、早期に発見すれば治せます。放っておいても３割はガンになるが、そう

いうガンも早く見つければ、返って早く治せ救えます。問題は心のケア、心理的影響です。絶望して自殺した人が

何人もいます。周辺から立ち退かなければならなくなり、体育館の集団生活になじめず、死期を早めた人もいます。

心のケアをしっかりして、励ましていかなければならないと思っています。

（４）試練の時代に我々は生きていることを承知しないといけ

ません。過度に恐れると、偏見や、風評被害をますます増長

させることになります。福島から疎開した子供が「放射能ち

ゃん」とあだ名を付けられたとか、東京の病院で汚染されて

いないことの証明書を持ってこないと診断しないと言われ

たとか、関西でも福島ナンバーの車が集まっているだけで交

番へ連絡とかの状況が起きています。我々は科学的に実態を

見極めて、事態を侮らず、理性的に恐がる、恐がるというの

は感性のなせるわざだから、難しいですが。放っておけば１

００年単位で問題になる人類史的事態が進んでいます。我々

はこういうことをしでかしたのでだから、悩み悩み生きると

いうことが現世代のやっていかなければならないことです。福島の人に無駄な心配をかけない、差別や偏見を新た

に作らないように彼らの生命力をつむぎだせるように、彼らに寄り添っていきたいと思います。

安斎先生を囲んで 質疑応答 

質問：赤ちゃんが飲む１００ミリリットルのお乳ですが、赤ちゃんは何ヶ月くらいですか。
安斎：お母さんの方が知っていると思うが、どうですか。生まれたばっかりなのかどうなのか。一日１００ミリリッ
トルだったら牛乳瓶半分くらい。そんなに多くない。こういうレベルで汚染されているのを毎日飲ませ続けるのはも
ちろんあってはならない。こんなに汚染されている事実は全くない。心配な場合は、母乳もチェックをしている。環
境放射能関係の仕事をしている、県によって違うが、衛生研究所みたいなところが分析しているので、そういう部局
に問い合わせるといい。牛乳とか、母乳とかの汚染状況を。わかっていないといわれたら、検査するように声を上げ
て行くように。

質問：ヒロシマ、ナガサキは、あえて核物質を落とした。ヒロシマ、ナガサキはその後、除染したとは聞いていない。
福島とヒロシマ、ナガサキの土壌を含む影響は比べてどうか。
安斎：ヒロシマ、ナガサキは今、土をうんと精密に計ると１９４５年８月６日、９日に落ちた結果、ばら撒かれたウ
ラン２３８、プルトニウム２３９など超半減期が長いもの、そういうものが手つかずになっている。池の底の方をボ
ーリングするとプルトニウム２３９などが周りの土より多めに見つかるというのはある。
ヒロシマ原爆と福島原発どちらが多く放射線を出したか、というと２つある。原爆の場合は一度にドカッと核分裂
反応が起こる。放射性物質の寿命の長いものも短いものも一度にドバッとできる。ところが、原発は毎日毎日核分裂
反応をしているので、寿命の短いのは毎日なくなって、寿命の長いものだけ核燃料の中に毎日溜まってくる。罪深い。
セシウム１３７は福島の方がたくさん出た。政府は１６８倍出たといったが、欧米の科学者は計算しなおして少なく
ともその３倍以上だという。ヒロシマ原爆の数百倍のセシウム１３７がばら撒かれた。今後１０分の１になるのに１
００年かかるという。
ついでに言うと、１００年単位で生産や居住に向かない地域が出来た。どうすれば良いかというと、この間生じて

NEWS100_web用.pdf   2012/02/21   14:23:46



研究センターニュース第１００号 2012年2月25日発行（偶数月25日発行）                     2001年4月5日第三種郵便物認可 

15 

いるガレキとか、廃棄物を地方自治体が分散して引き受けようとしているが、それは放射線防護学的に言えばダメだ
ね。放射能が色濃く降りつもったところ、１００年単位で生産や生活できないところに集中して管理するのがよい。
よりよい方法が見付かった時にそちらに切り替える事ができる。分散するとそれも出来ない。囲い込んで、二重の防
護壁を築いて、放射線は閉じ込めることができるから、その外側は余計安全になる。
私の意見では二重の防護壁の屋上は太陽光発電にすればいいと思う。福島の浜通りは日照が多いところ。原発周辺
は雪も降らない。３月頃から僕の主張は、半径５kmくらいは二重の防護壁を作って、その間に放射線を閉じ込めて、
その屋上は全部太陽光発電所にすること。その外側は、福島でも言ったが、せっかく汚染したので使わない手はない、
１年間に数十ミリシーベルトの比較的低い汚染なので、生物や植物がどういう遺伝的影響なのか、低レベルの影響研
究の研究施設にすればいい。その外側はさらに二重に防護壁をつくって、格納して、その屋上も太陽光発電、北側の
仙台側といわき側は風力発電にすればいい。原発から代替えエネルギーの象徴にすれば良い。その外側に研究所を作
り、その隣にそれと連動して、若手が研究できる国立で原子力技術研究養成機関をつくる。５４基の原発があり原子
力技術が必要なのに、勉強する若い学生がいなくなってきているので、研究養成機関は必要だ。災害博物館をつくり、
海洋汚染があるので渡り鳥の監視センターをつくる。あそこはやっかいなことが起こったなりに、希望のある復興の
プログラムを提示できていない、つくらないといけない。

質問：一昨日の新聞で、最近名古屋は０．０５マイクロシーベルトとの発表があったが、去年の１２月、０．０４だ
った。なぜ増えているのか。２つ目は食品の安全基準、政府は発表している。検出せず、だがゼロではないというこ
となので、検出しないから安全ではないのではないか、ということを確認したい。３つ目は、ＮＨＫあさイチをお聞
きたが、あの中で言いにくそうなことあり、何か圧力があったのか。裏話をお聞きしたい。
安斎：あさイチに安斎が呼ばれるということは、安斎は、原発は計画的になくそうと「原発ゼロ集会」の呼びかけを
しているので、そういうことを主張するために呼ばれることはない。食品の汚染の実態について、日本人が内部被曝
を受けているのかという、測定の実態に基づいてコメントする係。私がやるまでもなく、誰がやっても同じで東京電
力の学者がやろうが、政府関係者がやろうが、３足す５は誰がやろうが８は８。今同じことを誰が言うかで信じられ
たり信じられなかったりする。東京電力はもちろん信じられていない、政府の安全委員会も信じられていない。おま
けに東京大学の専門かも信じられていない。安斎はかろうじて信用がまだある。
ＮＨＫの番組は、シナリオが厳密に決まっている。１１月１７日に７家族の陰膳調査の計った結果、ビデオができ
ていてゼロと知らせている。検出せずが、正確ですね。検出器がどんなに感度よくても。ノットディレクタブルＮＤ
とＮＴＤと書くが、ＮＨＫ、首都大学の方がゼロと書いていた。彼は有意な放射能は入っていなかったと伝えたかっ
たかもしれないが、誤解のもとになった。その後問題になり、１２月１５日には修正してＮＤ、検出せずとなったん
です。
安斎育郎が介入できる部分と、介入できない部分がある。言いにくそうに聞こえたのは大変すばらしいことで安斎
の気持ちをちゃんと理解している。全部言えるわけではない。しかし、この国の食卓が放射能まみれになっているわ
けではないということは誰がやっても同じ。心配するほどではない。そういうことをやっている内にネット上で安斎
先生もいよいよ御用学者になったと分類された。
安斎育郎は、原子力工学科を出た第１期生だが、この国の原発はもう廃絶する以外にないと思っている。事故を起
こして損害額は数十兆円、金額に換算できない地域社会が崩壊した。事故を起こさなければいいかというと、原子炉
の中には直径１ｃｍ長さ４ｍの核燃料が数万本入っている。事故を起こさないで運転を終わると、その中にとてつも
ない放射性廃棄物が溜まる。あとで処理しなければならない。燃え残りのウランと新たに出来たプルトニウムを越し
分けて、高レベル廃棄物と低レベル廃棄物に分けて、高レベル廃棄物はガラスに溶かし込んで鋼鉄製のボンベに入れ
て数万年管理しないといけない。ＮＨＫで特集していたがフィンランドで高山の跡地に埋めている様子が出ていた。
インタビューで２０万年後が問題だといっていた。２０万年後に掘ったりしないようにしないといけない。ムンクの
叫び？のような絵を飾っておけばよいじゃないか。かえって掘りたくなる？（笑い）結局何もしないほうがよいと。
とても馬鹿な話をしている。１０万年後の話、絶対してはいけない。１０万年前はネアンデルタール人がいた。平和
学者だから３０年後の議論はすることはあるが、１０００年後の話もしてはいけない。１０００年前は平安時代で清
少納言は、放射線は知らなかった。１０００年経ったときに、１０００年前の平成という時代に人々が電気の恩恵を
得るために原発に手を染めて大量の放射線廃棄物をためた上で後はよろしくと勝手に死んでいったらしいと。覚えて
いるかどうかも分からないい。倫理的に許されない。  
子や孫や次世代以降、何百世代の子供たちの為にも原発はもう計画的に廃絶する以外にない。計画的にというのは、
今止めたから明日から安全になるほど原発というものはなまやさしいものではない。大量の放射能が溜まったものは
何年か管理していかなければならない。国家百年の計として計画的にやっていかないといけない。動かしていれば１
日１億と利潤を生む。止めたら利潤を生まない存在になり、安全管理のために一日何千万円とかかる。電力会社は動
かしたいのに国民の意思で止めろと言ったんだから、安全管理の費用は国民が負担せよとなるに決まっている。そう
いうことを国会でも予算執行のあり方として合意形成できているかというと出来ていない。「もんじゅ」という原発
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があるが、高速増殖炉のことで夢の原子炉といわれたが、文殊と名前をつけたのに安斎は反対した。お釈迦様に失礼。
今は文殊がお釈迦になっている。（笑い）あれはこの１６年、何の電気も生み出していない。安全管理のために１日
４０００万円かかっている。原発を止めるのはそういう意味がある。国民的に負担を覚悟して合意形成をしなければ
ならない。そのための国家百年の計が必要だと思う。
０．０４が０．０５に増えたというのは、福島から何か飛んできたのではない、自然界の変動は絶えずある。雨が
降ったり雪が降ったりすると変わる。地面の放射線ラドンガスが出てきたりして、空気中のレベルが上がる。最小値
最大値の幅ある。天候にもよるし、宇宙線も、太陽活動にもより変わる。福島由来のものが来れば、核種を分析した
りすればどこから来たかわかる。
ＮＤについてはまさにそのとおり。「ノットディレクタブル＝検出されませんでした」といって０ではない。念頭
に置いてほしいのは、我々は人工の放射線を使わなくても食事を通じてカリウム４０だけで１日５０ベクレルくらい
取り込んでいるということ。皆さんの身体の中にはこの瞬間にもカリウム４０で４０００ベクレル出ている。その他
に、トリチウムなどウラン系列のものが誰でも体の中に７０００から８０００ベクレルは入っている。だから、放射
能はびた一文いやだといって放射能と無縁の生活は、自然界と共生している限り出来ない。その上、人工の放射能は
いやだというわけだが、そのレベルが気にすべきレベルかどうか。参考値としては、自然界のレベルを参考にしても
らうのがいい。私は医療上の被曝を参考にするのは卑怯だと政府を批判した。医療上の被曝はガンが見つかったりす
るメリットがある。自然界の被曝は、メリットは何もない。それでも放射能は恐いと言われるその気持ちは分かる。
何故そういう不安を抱くかというと、５４基も原発を作ったくせに、放射能リテラシーの教育を義務教育年次までに
系統的にやってこなかった政府や電力企業にこそ問題がある。科学者の一つの役割は、これから先子供たちに放射能
リテラシー、過度に恐れず、事態を軽視せず、理性的に恐がる、これから先何１０年か１００年単位でどう放射能と
向き合っていくんだということをどう理解してもらうか、どう教育課程で展開していくか、優れて重要な任務だと感
じています。

≪閉会挨拶≫ 食と農パネル世話人会座長 研究センター 山下 隆之 常任理事 
難しいテーマでありますが、先生のほうで分かりやすく、楽しいテーマではありませんが、工夫していただきまし
て学習できたと考えます。特に理性的に恐がることは簡単なことではないが、私もやって行きたいと考えました。私
たちは現実を直視し続ける事が必要であると考えています。そして現実を直視し、立場の違いを超えて対話し、発言
し、行動するときではないかと考えています。この学習会を連続学習交流会とさせていただいておりますのも、この
対話し、発言し、行動する事が必要だと設定させていただきました。これからも引き続き、疑問や意見集約し、私た
ちの暮らしを見直して考えられるように継続していきたいと考えています。ありがとうございました。
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